
学校運営協議会  議事録 

         

     校名 府立千里青雲高等学校 

     校長名 森口 愛太郎 

         

開催日時 令和 ６年 ６月 13日（木） 15:40 ～ 16:55   

開催場所 府立千里青雲高等学校 １号館２階 校長室 

出席者(委員） 会長 副会長 委員３名 

出席者(学校） 
校長 教頭 事務長 首席 首席 教務部長  

進路指導部長 特別活動部長 共生推進教室コーディネーター 

傍聴者   

協議資料 

令和６年度開催日程・委員一覧 令和６年度学校運営協議会実施要項  

令和６年度学校経営計画 令和６年度教育課程実施計画  

令和６年度年間行事予定 進路指導部ガイダンス資料 15期生進路先一覧 

特別活動部活動報告 共生推進教室報告  

備考   

 

 

議題等(次第順） 

(１) 校長挨拶 

(２) 委員紹介 

(３) 実施要項の確認 

(４) 会長挨拶 

(５) 学校報告 

ア．学校運営協議会への意見書の提出 

   （令和６年２月９日より令和６年６月 13日まで なし） 

イ．学校経営計画 他 

ウ．教務部      

エ．進路指導部   

オ．特別活動部   

カ．共生推進教室  

(６) 意見交換 

(７) 校長謝辞 

(８) 諸連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 



協議内容・承認事項等（意見の概要） 

○令和６年度学校経営計画 

めざす学校像 従来と大きく変わるところはない。総合学科の特色を活かしながら、 

学びを深めることのできる学校 

進路実現ができる学校 

一人ひとりの存在が大切にされる学校 

地域から信頼される学校 

をめざしていく。 

  

中期的目標 昨年度と大きく変わらず 

１ 自らの進路を切り開くことのできる確かな学力の育成 

２ 自尊感情、自己肯定感や探究心を育み、学びを深める教育活動、社会に開かれた教育課程の実践 

３ 安全安心な学校づくり 

４ 学校の組織力向上及び学校の魅力の発信 

 

今年度の重点目標としては 

１ 自らの進路を切り開くことのできる確かな学力の育成 

各種委員会を軸として授業力の向上、授業改革。 

補習、講習、勉強合宿を実施しながら生徒たちの学習習慣の定着をめざしていく。 

 

２ 自尊感情、自己肯定感や探究心を育み、学びを深める教育活動、社会に開かれた教育課程の実践 

   部活動、学校行事、ボランティア活動、地域との交流活動、国際交流など、様々な活動を通して生徒たち 

の人間関係を構築、自尊感情や自己肯定感を育む。 

 

３ 安全安心な学校づくり 

  校内美化を含めた学習環境の整備、ケース会議、研修を実施して個人だけでなく、チームとして情報共有、対

応していく。 

  

４ 学校の組織力向上及び学校の魅力の発信 

  研修成果を共有するなかで、教員集団の力をアップさせていく。 

  働き方改革を進めながら、学校組織としての進め方を考えていく。 

  学校説明会、出前授業への積極的参加により、魅力発信をしていく。 

 

○教務部 

教育課程実施計画  

３学年とも大きな違いはない。魅力である特色ある選択科目を今後も継続して維持していきたい。 

 

行事予定表        

昨年度と大きな変更はないが、毎年少しずつ見直している。 

９月の文化祭が昨年はカレンダーの関係上非常に早い時期となったが、今年度は少し余裕がある。文化祭か

ら音楽祭へとスムーズに準備ができることを期待している。 

 

○進路指導部 

15期生（今春卒業）の進路結果 

総合型選抜や学校推薦型選抜ではなく、年を越して一般選抜まで受験した生徒が１００名近くおり、非常によくが

んばった。  

近年は難易度に大きな変化はない。努力をして、力をつけた生徒が合格を勝ち取る傾向が顕著に表れている。 

 

今春は幼児教育系の進学者が例年より多かった  

 

○特別活動部 

≪生徒会執行部≫ 

今年度の主な行事日程は例年通りに実施予定 



体育祭（６月５日実施）  

応援団に特に１年生が多く参加した。応援団を中心によくがんばってくれた。 

保護者：３１８家庭来校 多くの保護者に観覧していただけた。 

事後のアンケートでは肯定的な回答がおよそ 88％、応援が楽しかったという意見も多かった。 

３年生の団長の姿を見て、下級生が来年は自分がやりたいと思ってくれるといい。 

 

文化祭・音楽祭（９月実施） 

各クラス企画を検討中、これから動いていく時期。 

昨年度よりも日程に余裕があるので文化祭と音楽祭の両立にチャレンジさせたい。 

 

部活動 

 １年生も９割近くの生徒が入部している。 

近畿大会出場 陸上競技部 女子ハンドボール部   

全国大会出場 ダンス部  

 

○共生推進教室 

今年度の取り組み 

とりかい高等支援学校、北摂つばさ高校との教員の連携・相互交流を検討している。 

「進路のてびき」を作成し、進路について保護者との共通認識を深める。 

障がい理解について、職員研修を実施。 

保護者懇談会を年２回（５月、１１月）実施 

 

生徒の様子 

１８期生（１年生）は２名が陸上競技部に所属 

全般的に授業への支援が必要であり、学習サポーターの活用をしているが、すべての授業をまかないきれて

いない。いかにして教員の協力を得ていくかが今後の課題となっている。 

 

進路先 

１５期生（今春卒業） 専門学校２名 短期大学１名進学  

１６期生（３年生） ３名とも就労希望（今週も実習に参加している） 

 

共生推進教室の行事 

七夕プロジェクト、クリスマス会、フレンド喫茶、校外学習など。 

校外での活動については北摂つばさ高校の共生推進教室とも合同で実施するなどしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質疑応答・意見交換 

○充実した活動が行われており、嬉しい。体育祭の話もあったがコロナが明けて日常が戻ってきた感じがする。 

卒業式の合唱は感動的であった。 

 

○学校経営計画および学校評価について、令和５年度分の内容に関して結果は公表されているのか。 

⇒途中経過はないが、第３回の運営協議会でまとめを公表し、数値については HPで公表している。 

 

○教員の働き方改革についてはどのような取り組みを行っているか？特別活動部とも関わってくるが、生徒の部

活動の加入率を上げようとすれば、指導への負担があり、学校としてクリアしていくことなのか、教育委員会にも

言っていくべきことなのか。 

⇒基本は学校の中で解決していくべきである。主顧問だけでなく、副顧問を含めて付き添いをすることで調整

をしている。 

種目によっては公式戦の調整なども高体連では考えられているが、実現には至っていない。 

大阪府の方針としては部活動の活動方針を遵守するように言われているが、一方で部活動も頑張るようにと

いうこともある。 

部活動の外部指導者についても費用面、条件面含めて厳しい状況ではある。校長会やその他でも働き方改

革については考えられている。学校としてできることから取り組んでいるが、月曜は定時退庁を実施しており、

他校に比べると徹底できている。 

 

○学校間での部活動連携は？ 

⇒昨年度に続いてソフトテニス部で実施している。外部指導員を活用することも考えているが、条件、予算等

の問題もあり、千里青雲では活用していない。 

 

○共生推進教室の学習サポーターはどこまでをサポートしているか？そういった形での地域との連携も実現でき

るようなことがあれば。 

⇒基本的に実技系科目へ入り込みをしている、芸術や調理実習、パソコンなど。その他の授業についても、板

書のサポートなどを行っている。過去には卒業生の大学生などもサポーターとして活用していた。 

 

○息子は部活動を千里青雲で頑張っており、体育祭でも応援団長をさせてもらって、いきいきとしている。生徒た

ちが笑顔で体育祭に取り組んでいたのが印象に残っている。いい高校だと思うので今後も引き続き生徒たちを支

援してほしい。学校説明会に来て受験を決めた。 

トレーニング施設があり、どの部も先輩が優しく、引き継いでほしい。 

 

○高校と地域の連携の在り方を考えていかなければならない。経営計画にも書いてあるが、どのように参加でき

るか？ 

⇒参加先の団体によっては生徒のみの参加が可能であったり、教員の付き添いが必要と言われる場合もあ

る。学校側としても付き添いが必要かどうかの事情もある。すべての参加に対し付き添いが必要となれば、教

員の負担が大きい。 

 

○教員の付き添い不要など負担がなく、教育効果も高いボランティア活動はあるのか？ 

⇒学校側に案内をもらえば、生徒に紹介することはできる。何人来てほしいと言われても確実に生徒が集まる

かどうかは分からないが。 

 

○ボランティアへの参加を通して地域の方々から声掛けをもらうと、高校生も元気になる。 

 

○共生推進教室の３名進学はどのような分野へ進学したのか？ 

⇒３名それぞれ英会話、スポーツトレーナー、美容関係。本人の希望。進学先へ保護者も含めて相談に行き、

共通認識をもつようにした。 

 

○進学にあたって不安なことなどのフォローは考えているか？ 

⇒入学前に進学先との面談を通して、苦手な部分や不安な部分など伝えてはいるが、学力面であったり、心

配なところもある。学校へ生徒たちが来てくれたときに話を聞いたり、保護者の連絡先を把握しているので連

絡を取り合うことでフォローしていきたい。 



○教員の負担が軽くなったり、時間短縮につながったりするような ICTの利用は考えているか？ 

⇒朝の遅刻・欠席連絡は電話ではなく入力フォームに変更している。教員もそれぞれの端末から確認できるよ

うにしている。保護者への連絡も紙媒体ではなく、クラスルームを通じて行っている。デジタル採点も始めてい

る。 

 

○関西大学合格率がアップしているが、その秘訣は？ 

⇒過去の合格者を見ると、４月（３年春）のスタディサポートにおける英語の成績が一つの指標となっており、そ

の目標値が明確になることで１，２年次から意識付けができる。 

 

 

 

次回の会議日程 

日時 令和６年１１月  日（  ） 

会場 府立千里青雲高等学校 １号館２階 校長室 

 

 


